
第 136 回 鎌倉エフエム放送番組審議会議事録 

 

１．開催年月日  令和 2 年  8 月 23 日（日） 13 時 30 分～15 時 00 分 

２．開催場所   鎌倉エフエム放送局内 

３．委員出席   委員総数    6 名 

 出席委員の氏名  小島 隆雄  中山 智博  木村 敏彦 

 欠席委員の氏名  大橋 民男  島田 貴司  堂園 孝美 

   放送事業者側出席  中丸 宗幸 須藤 一郎 

４．議題      

   １. 番組編成に関して 

   ２. その他 

 

５．議事の概要  議題に対する答申 

 

６．審議の内容 

  議   長：出欠席者の確認。 

本日の審議事項の発議を提案して会議に入った。 

           会社側委員：三密回避の状況は継続しておりますが、ゲスト出演などに関しましては、 

            県を跨ぐ移動なども自粛いただくなどの対応をしております。 

           体温の測定などをも含み、無理のない放送の体制を心がけております。 

  委 員  ：コロナ禍は長期の様相ですから、消毒や手洗いなど、衛生には不断の心掛 

        が大切だと思います。 

    会社側委員：年末恒例のベートーベン交響曲第 9 番の演奏会も、コロナ禍の影響で、異 

例の対応になっております。 

  委 員  ：先日の新聞報道にもありましたが「リモート公演、動画つないで」 とい 

うことで、12 月 20 日の上映会とその後のオンライン配信ですね。 

  会社側委員：そうです。合唱団の練習に録画録音された模範動画で各自が練習し、グル 

ープの合唱動画や、オーケストラとソリストの動画は最終的に一本化され 

るというものです。三密回避のリモート公演というユニークな発想ですが、 

これをベースとした新たな試みのきっかけになれば、と思います。 

  委 員  ：年末恒例の演奏会のリモート公演は放送もされるのですね。 

  会社側委員：そうですね、例年の通りではなく、何か新しい取り組みもありそうですが、 

        アイデアがあったら、ご提案ください。 

  委 員  ：送信機の取替工事は無事終了したようですね。 

  会社側委員： 7 月 10 日の深夜から早朝に掛けて実施され、変更後の検査にも合格しま 

した。 

  委 員  ：コロナ禍の中、工事の遅延も危惧されましたが、台風シーズンを前に装備 

が整えられて良かったと思います。 

  会社側委員：倒木への対応など、可能な対策にも取り掛かっております。 

議   長：本日はありがとうございました。 

 

７．審議機関の答申または改善意見に対してとった処置及び年月日: なし 

８．審議機関の答申または意見の概要の公表： 

・公表の方法：①自社放送 ②事務所への備置き  

③自社ホームページ (http:kamakurafm.co.jp)  への掲載 

・公表の内容：番組審議会の議事録 

・公表年月日：令和 2 年 8 月 30 日 

９．その他の参考事項： なし                                  


